総政第35号様式
（第３条第１項、第14条）
番　　　　　　　　　号　　
　　年　　月　　日　　
　　　　北海道知事　　　　　様
申　　請　　市　　町　　村　　名　　　　
 eq \o\ad(代表者氏名,　　　　　　　　　　　　　　　　)代表者氏名　 eq \o\ac(○,印)　　
住　　　　　　　　　　　　　　所　　　　
　　　　年度市町村生活バス路線運行費補助金交付申請書
　　　　　　年度市町村生活バス路線運行費補助金の交付を、関係書類を添えて次のとおり申請します。
記
　１．交付を受けようとする補助金の額
	運行系統数
	補助金の額
	

	系統
	千円
	


　２．補助金の交付を受けようとする理由及び補助事業実施による効果
　３．申請事業者の概要
	補　　助　　対　　象　　期　　間　　の　　損　　益　　状　　況
	運送収入
	円
	
	備　　考
	

	
	運　　　　　　　　送　　　　　　　　費
	人件費
	円
	
	
	

	
	
	運　　　　　行　　　　　費
	燃料油脂費
	円
	
	
	

	
	
	
	修繕費
	円
	
	
	

	
	
	
	固定資産
償却費
	円
	

	
	
	
	
	
	
	申請
番号
	市町村生活バス路線の運行を委託している場合の事業者名
	

	
	
	
	保険料
	円
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	第１号
	
	

	
	
	
	施設使用料
	円
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	第２号
	
	

	
	
	
	施設賦課税
	円
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	第３号
	
	

	
	
	
	小計
	円
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	第４号
	
	

	
	
	その他経費
	円
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	第５号
	
	

	
	
	合計
	円
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	損益
	円
	
	


　４．市町村生活バスの概要及び補助申請額
	申請
番号
	運　行
系統名
	運行系統
	主な
公共的
施設名
	主な
住宅地
集落名
	区　間
キロ程
	廃止路線の概要

	
	
	起点
	経由地
	終点
	
	
	
	事業者
名
	区間
	キロ程
	乗車
密度
	初乗
運賃
	廃止
年月日

	第１号
	
	
	
	
	
	
	㎞
	
	
	㎞
	人
	円
	

	第２号
	
	
	
	
	
	
	㎞
	
	
	㎞
	人
	円
	

	第３号
	
	
	
	
	
	
	㎞
	
	
	㎞
	人
	円
	

	第４号
	
	
	
	
	
	
	㎞
	
	
	㎞
	人
	円
	

	第５号
	
	
	
	
	
	
	㎞
	
	
	㎞
	人
	円
	

	計
	系統　　
	
	
	㎞
	
	
	㎞
	
	
	


	申請
番号
	運行
開始
年月日
	年間
運行
日数
(実績)
	年間
運行
回数
(実績)
	年間有償
輸送人員

（実績）
	平均
輸送
人員
	初乗り
運賃

(大人)
	補助対象期
間の実車走
行キロ
	注　１　この様式は、市町村が市町村生活バス路線運行事業に要する経費に係る補助金の交付を申請する場合に使用すること。

　　２　「補助金の交付を受けようとする理由及び補助事業実施による効果」については、詳細かつ具体的に記載すること。

　　３　補助対象事業者の決算期間が補助対象期間と相違している場合は、一般旅客自動車運送事業会計規則（昭和39年運輸省令第19号）に従って補助対象期間の仮決算を行い、その損益状況を「補助対象期間の損益状況」の欄に記載すること。
なお、固定資産償却費については、減価償却方法を採らない市町村にあっても、次により計算して得た額を記載すること。
(１)車両（（取得価格－補助金）－１円）÷５年
(２)車庫等（（取得価格－補助金）－１円）÷法定耐用年数
また、人件費については、年間仕業時間数によって他業務（市町村一般業務等）との配分を明確にして計算すること。
４　「廃止路線の概要」欄の「初乗運賃」欄は大人の初乗運賃を記載すること。
５　「年間運行日数」、「年間運行回数」及び「年間有償輸送人員」の欄は、補助対象期間１年間の実績値を記載すること。

	第１号
	
	日
	回
	人
	人
	円
	㎞
	

	第２号
	
	日
	回
	人
	人
	円
	㎞
	

	第３号
	
	日
	回
	人
	人
	円
	㎞
	

	第４号
	
	日
	回
	人
	人
	円
	㎞
	

	第５号
	
	日
	回
	人
	人
	円
	㎞
	

	計
	
	
	
	
	
	
	㎞
	


	申請
番号
	運送費
eq \o(□,イ)イ
	運送収入
eq \o(□,ロ)ロ
	補助対象経費の額（欠損額）
eq \o(□,イ)イ－eq \o(□,ロ)ロ＝eq \o(□,ハ)ハ
	補助対象経費
の限度額
eq \o(□,イ)イ×3/4＝eq \o(□,ニ)ニ
	ハ又はニのうちいずれか少ない方の額　
eq \o(□,ホ)ホ
	補助申請額
eq \o(□,ホ)ホ×1/10＝eq \o(□,ヘ)ヘ
	６　「平均輸送人員」の欄は、
eq \o \ac(\s \up 6(年間有償輸送人員),　　　　　　　　　　,\s \up-6(年間片道運行回数))年間有償輸送人員年間片道運行回数
により小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出し記載すること（循環路線にあっては、一周をもって片道とする。）。
７　「運送費」の欄を各申請系統毎に算出していない場合は、（当該系統の実車走行キロ÷当該事業全体の実車走行キロ）の比により按分を行い、算出すること。
８　「補助申請額」の欄は、千円未満の端数を切り捨てること。
９　各欄のキロ数は、小数点以下第１位（第２位以下切り捨て）まで算出し記載すること。
10　その他計算上生じた単位未満の端数は、切り捨てること。
11　「主な公共的施設名」及び「主な住宅地・集落地」が分かる路線図を添付（１部）すること。
12　離島において運行される路線にあっては、「補助対象経費の限度額」は「補助対象経費の額（欠損額）」と同額とする。

	第１号
	円
	円
	円
	円
	円
	千
円
	

	第２号
	円
	円
	円
	円
	円
	千
円
	

	第３号
	円
	円
	円
	円
	円
	千
円
	

	第４号
	円
	円
	円
	円
	円
	千
円
	

	第５号
	円
	円
	円
	円
	円
	千
円
	

	計
	円
	円
	円
	円
	円
	千
円
	

	
	
	
	
	
	
	
	


